
《令和７年中の主な検挙》
●　群馬県議会議員らによる官製談合防止法違反及び加重収賄事件
� (捜査第二課、群馬県警捜査第二課、上尾署)
●　第27回参議院議員通常選挙における公職選挙法違反事件� (捜査第二課、幸手署、行田署)
●　住宅ローン融資目的の組織的詐欺事件� (捜査第二課、川口署)
●　県内の地方選挙における公職選挙法違反事件� (捜査第二課、飯能署、蕨署)

9 知能犯罪の発生と検挙
１　知能犯罪の認知・検挙状況
　県民の財産、社会基盤等を害する詐欺、横領、通貨偽造等の知能犯罪の取締り、早期検挙を推
進しています。

２　政治・行政・経済をめぐる不正の取締り
　政治・行政・経済をめぐる不正に対し、端緒情報の把握に努め、様々な刑罰法令を適用するな
どして、事案の解明を進めています。
　各種選挙に際しては選挙の公正を著しく害する悪質な違反に指向した取締りを行っています。

知能犯罪の推移

罪種別検挙件数（令和７年中）

罪種別認知（令和７年中）

罪種別検挙人員（令和７年中）

横領
91件
（2.7%）

偽造
74件
（2.2%）

その他
9件

（0.3%）

詐欺
3,204件
（94.8%）

横領
48人
（9.2%）

偽造
36人
（6.9%）

その他
3人

（0.6%）

詐欺
433人
（83.3%）

横領
58件
（5.0%）

偽造
54件
（4.6%）

その他
6件

（0.5%）

詐欺
1,050件
（89.9%）

－ 31 －




